
＜ 初夏のみずべ公園 ～⑨カラスノエンドウに来る虫たち ＞
し ょ か

５月９日ひたち野うしく小３年生と、16日１年生とのみずべ公園の生きもの観察、今回はカラスノ
かんさつ

エンドウと、そこに来た虫たちの紹 介です。
しょうかい

カラスノエンドウの花にはミツバチなどがよくみつを吸いに来ますが、花のつけ根にもみつを出す

ところがあり、アリやハナアブのなかまがそのみつを求めてやって来ます。これには、アリを集めて葉
もと は

を食べる虫を追いはらうはたらきがあるようです。
お

茎の先の方にはたくさんの黒いアブラムシ（マメアブラムシ）がついていることも多く、そこにも
くき

アリはやって来ます。アリはアブラムシから甘いつゆをもらい、アブラムシを食べるてんとう虫を追い
あま お

はらってくれることもあるようです。マメアブラムシを食べるナナホシテントウも見つかりました。

その他、花に来る虫を捕まえるマ
つか

ミジロハエトリ（クモ）もかくれ

ていました。校庭には、名前の由来通
こうてい ゆ ら い

りまっ黒に熟した実をつけたものも
じゅく

ありました。【理科支援員：宮内】
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花のつけ根にもみつを出すところがあり、アリやハナアブなどが来る。

カラスノエンドウの汁を吸うマメアブラムシと、そこに集まるアリ（左）。アブラムシを食べるナナホシテントウ（右）。
しる

ハナアブなどを待ちぶせるマミジロハエ
ま

トリ（左）と、カラスのようにまっ黒に 熟
じゅく

したカラスノエンドウの実（右）。


